
明
治
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十
五
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第

三

種

郵

便

物

認

可

〇

〇
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政
治
結
社
憲
皇
會

神
Ä

貴
心

福
本

正
國

兵
庫
県
神
戸
市
垂
水
区
東
垂
水
一
e

八
e

一
四

二
一
、

三
、
三
一

政
治
結
社
皇
國
誠
嵐
社

清
水

智
之

兼
本

勝
志

山
口
県
岩
国
市
車
町
三
e

二
一
e

四

一

二
一
、

六
、
三
〇

政
治
結
社
交
和
青
年
隊

高
屋
敷

豊

高
屋
敷

豊

東
京
都
中
央
区
銀
座
三
e

一
四
e

八

二
一
、

六
、
一
五

政
治
結
社
三
和
塾
静
岡

西
支
部

中
村

公
洋

中
村

達
哉

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
五
二
七
一

二
一
、

七
、

一

政
治
結
社
志
政
塾

伊
藤

文
彦

瀧
本

明
利

岡
山
県
津
山
市
井
口
一
四
三

二
一
、

六
、
一
七

政
治
結
社
秀
皇
会

安
藤

淳

藍

正
和

東
京
都
G
飾
区
新
小
岩
二
e

七
e

四

二
一
、

六
、
一
五

政
治
結
社
修
心
塾
埼
玉

本
部

青
木

源
吾

川
宿
田

埼
玉
県
三
郷
市
戸
ヶ
崎
三
e

三
八

六
e

一

二
一
、

三
、

六

政
治
結
社
正
氣
塾
岡
山

県
本
部

赤
沢

正
章

赤
沢

正
章

岡
山
県
浅
口
郡
里
庄
町
新
庄
三
〇
五

一
e

四

二
一
、

三
、

四

政
治
結
社
晴
龍
義
塾
西

東
京
本
部

台

信
行

大
塚

厚
範

東
京
都
多
摩
市
豊
ヶ
丘
六
e

一
e

二

二
一
、

五
、
二
六

政
治
結
社
大
日
本
恒
心

会

忍
足

一
夫

相
場

正
明

埼
玉
県
狭
山
市
狭
山
台
二
e

一
e

二
e

三
〇

二
一
、

六
、

二

〔
告

示
〕

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件

（
総
務
四
一
七
）

J

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
公
表
す
る
件
（
同
四
一
八
）

K

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す

る
件
（
同
四
一
九
）

N

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る

件
（
同
四
二
〇
）

O

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
（
同
四
二
一
）

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
指
定
の
取
消
し
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
公
表
す
る
件
（
同
四
二
二
）

〇
農
薬
を
登
録
し
た
件

（
農
林
水
産
一
〇
九
八
〜
一
一
〇
五
）

〇
農
薬
を
再
登
録
し
た
件

（
同
一
一
〇
六
〜
一
一
〇
九
）

Q

〇
農
薬
の
登
録
が
失
効
し
た
件

（
同
一
一
一
〇
、
一
一
一
一
）

J
O

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

独
立
行
政
法
人
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構

の
第
二
期
中
期
目
標
の
公
表
に
つ
い
て

（
文
部
科
学
省
）

J
P

独
立
行
政
法
人
国
立
大
学
財
務
・
経
営
セ
ン

タ
ー
の
第
二
期
中
期
目
標
の
公
表
に
つ
い
て

（
同
）

J
Q

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
の
第
二

期
中
期
目
標
の
公
表
に
つ
い
て
（
同
）

J
R

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
の

第
二
期
中
期
目
標
の
公
表
に
つ
い
て
（
同
）

K
J

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

K
L

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修

館
平
成
二
十
事
業
年
度
財
務
諸
表
、
税
理

士
証
票
無
効
・
登
録
ま
つ
消
関
係

J
I
J

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
、
公
示
送
達
関
係

J
J
K

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

J
J
M

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
六
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
そ

の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
三
日

総
務
大
臣

佐
藤

勉

Ë

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

愛
郷
社

中
戸

徹
信

加
藤

隆
章

東
京
都
品
川
区
上
大
崎
三
e

三
e

九

二
一
、

六
、

一

近
畿
流
通
問
題
研
究
会

早
田

明
雄

西
川

肇

大
阪
府
吹
田
市
江
坂
町
一
e

一
八
e

一
〇

二
一
、

四
、

六

健
信
隊

松
岡

和
実

松
岡

和
実

愛
媛
県
松
山
市
宮
西
三
e

五
e

三
一

二
一
、

六
、

九

皇
道
青
年
連
盟

岡
村

康
史

岡
村

康
史

東
京
都
新
宿
区
歌
舞
伎
町
二
e

九
e

一
八

二
一
、

六
、
二
三

幸
福
実
現
党
後
援
会

吉
田

達
也

黒
田

創
明

東
京
都
中
央
区
銀
座
二
e

二
e

一
九

二
一
、

六
、
二
二

国
際
人
権
擁
護
協
会
関

東
本
部

井
村

壽
英

井
村

壽
英

東
京
都
墨
田
区
両
国
二
e

二
一
e

五

二
一
、

五
、
二
一

国
際
政
治
経
済
文
化
研

究
会

高
山

隆
憲

木
村
三
喜
男

東
京
都
港
区
赤
坂
七
e

六
e

五
六

二
一
、

五
、
二
七

國
粹
青
年
隊
桜
友
の
会

白
岩

達
夫

白
岩

達
夫

福
島
県
郡
山
市
亀
田
一
e

四
九
e

一

七

二
一
、

三
、
一
三

國
防
烈
士
政
治
結
社
誠

臣
會
義
塾

池
上

広

池
上

進
一

東
京
都
江
戸
川
区
上
篠
崎
町
三
e

九
e

一
一

二
一
、

六
、
二
三

裁
判
員
制
度
促
進
協
議

会

伊
藤

俊
秀

村
上

建
夫

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
北
浜
一
e

一
e

二
〇

二
一
、

五
、
一
一

自
由
進
化
党

松
井

律
東

松
井

律
東

東
京
都
世
田
谷
区
千
歳
台
一
e

三

〇
e

三
二

二
一
、

六
、
一
七

殉
國
同
志
会

武
藤

重
成

武
藤

重
成

東
京
都
品
川
区
東
品
川
二
e

五
e

六

二
一
、

六
、
二
五

真
・
保
守
市
民
の
会

遠
藤
健
太
郎

川
西

段

大
阪
府
大
阪
市
北
区
中
崎
西
三
e

一
e

一
〇

二
一
、

四
、
二
三
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